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サポートプログラム紹介

地
球
環
境
基
金
で
は
振
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象
に
、

様
々
な
研
修
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

去
る
８
月
４
〜
５
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

海
外
派
遣
研
修
の
事
前
研
修
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

海外派遣研修編

■
海
外
派
遣
研
修
と
は
？

海
外
派
遣
研
修
は
、開
発
途
上
地
域
で
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・国
際

協
力
活
動
を
目
指
す
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、平
成
24

年
度
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
研
修
地
で
す
。長
期
コ
ー
ス
は
８
月
25

日
〜
９
月
13
日
の
20
日
間
、短
期
コ
ー
ス
は
８
月
25
日
〜
９

月
３
日
の
10
日
間
実
施
し
ま
す
。参
加
者
は
38
名
の
応
募
者

か
ら
選
ば
れ
た
10
名（
男
性
３
名・女
性
７
名
）で
、年
齢
も

10
代
〜
60
代
と
幅
広
い
層
に
な
って
い
ま
す
。

■
事
前
研
修
の
内
容

事
前
研
修
は
、現
地
で
の
実
地
研
修
を
よ
り
的
確
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、次
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
事
情
、日
マ
関
係
、簡
単
な
マ
レ
ー
語
会
話
、マ

　
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
マ
ナ
ー

●
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
現
状

●
研
修
目
標
の
検
討
と
企
画

●
開
発
途
上
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
の
企
画
と
活
動

　

手
法

●
前
年
度
の
海
外
派
遣
研
修
生
の
体
験
報
告
と
質
疑
応
答

●
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明　

等
々

研修生とスタッフの皆さん（国際文化会館の中庭で） 冨岡准教授による講義シーン

インタビュー案を検討する
グループの仲間

テキストを見ながらマレー語の会話練習をする研修生

　

ま
ず
は
、
挨
拶
の
仕
方
か
ら
。
男
性
同
士
の
場

合
は
、
片
手
で
軽
く
握
手
し
、
そ
の
手
を
自
分
の

胸
に
当
て
ま
す
。
女
性
同
士
な
ら
、
両
手
で
握
手

し
た
後
、
同
じ
よ
う
に
手
を
胸
に
当
て
る
、
と
仕

草
を
交
え
て
説
明
。
す
る
と
、
研
修
生
の
一
人
が

「
男
と
女
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
と

質
問
。「
女
性
が
手
を
差
し
出
し
て
き
た
ら
握
手

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
男
性
か
ら
手
を

出
す
の
は
Ｎ
Ｇ
。
軽
く
会
釈
す
る
と
い
い
で
し
ょ

う
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
語
に
つ
い
て
は
、「
現
地
に
着
い
た
ら
、

簡
単
な
こ
と
で
い
い
の
で
、
マ
レ
ー
語
で
話
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
で
お
互
い
の
距
離

が
ぐ
っ
と
縮
ま
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、早
速
、

研
修
生
同
士
で
会
話
を
練
習
す
る
こ
と
に
。
自
己

紹
介
は
「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
（
あ
な
た
の
お
名

前
は
？
）」「
ナ
マ
サ
ヤ※

※

（
私
の
名
前
は※

※

で
す
）」。会
議
室
中
に「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
」「
ナ

マ
サ
ヤ
ツ
バ
サ
」、「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
」「
ナ

マ
サ
ヤ
ス
ズ
キ
」と
マ
レ
ー
語
が
飛
び
交
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
役
立
つ
知
識
や
生

活
習
慣
等
の
話
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
最
初

の
講
義
が
終
了
し
ま
し
た
。

■
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
つ
い
て
専
門
家
が
講
義

　

午
前
11
時
か
ら
昼
休
み
を
挟
み
午
後
２
時
ま
で

は
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
ど
う
進
め
る

か
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
国
際
協
力
一
筋
30

年
、
訪
れ
た
国
は
43
カ
国
と
い
う
、
大
ベ
テ
ラ
ン

の
冨
岡
丈
朗
日
本
大
学
准
教
授
。
最
初
に
「
Ｏ
Ｄ

Ａ
と
は
何
か
」「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
予
算
は
ど
う
使
わ
れ

て
い
る
か
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
定
義
す
る

か
」
と
い
っ
た
国
際
協
力
の
概
論
等
に
つ
い
て
の

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
に
は
「
村
人
へ
の
聞
き
取

り
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
説
明
。

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
手
法
に
は
、Ｒ
Ｒ
Ａ（R

apid 

R
ural A

ppraisal

＝
簡
易
型
農
村
調
査
）、Ｐ
Ｒ

Ａ（P
articipatory R

ural A
ppraisal

＝

参
加
型
農
村
調
査
）、Ｐ
Ｌ
Ａ（P

articipatory 

Learning and A
ction

＝
参
加
に
よ
る
学
習

と
行
動
）
等
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
Ｒ
Ｒ
Ａ
で

研
修
を
行
い
、
調
査
ツ
ー
ル
と
し
て
は
「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
と
「
描
画
」
を
使
い
ま
す
。

　
「
言
葉
で
尋
ね
る
よ
り
、
絵
を
描
い
て
も
ら
っ

た
方
が
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア

フ
リ
カ
の
あ
る
地
域
で
男
女
別
々
に
地
図
を
描
い

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、男
性
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
き
、

女
性
は
川
の
位
置
を
実
際
よ
り
遠
く
に
描
き
ま
し

た
。
毎
日
そ
の
川
に
水
汲
み
に
行
っ
て
い
る
女
性

は
、そ
の
辛
さ
を
距
離
と
し
て
表
現
し
た
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
ね
。
今
回
は
模
造
紙
を
持
っ
て
行
く

の
で
、
何
を
描
い
て
も
ら
う
か
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
案
と
絵
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
検
討
す
る
も
の
の
、
時
間
内
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
冨
岡
准
教
授
か
ら
「
出

発
す
る
ま
で
は
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付

け
ま
す
し
、
現
地
に
行
っ
て
か
ら
も
相
談
に
乗
り

ま
す
が
、
準
備
だ
け
は
き
ち
ん
と
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
お
言
葉
が
。
で
も
心
配
は
不
要

で
す
。
研
修
事
務
局
は
最
初
か
ら
こ
う
し
た
事
態

を
想
定
。
研
修
者
向
け
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を

作
成
し
、
研
修
地
に
出
発
す
る
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
先
輩
研
修
生
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

　

午
後
２
時
か
ら
の
１
時
間
は
、
前
年
度
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
実
施
さ
れ
た
海
外
研
修
に
参
加
し
た
清

水 

渓
さ
ん
と
木
村
江
美
さ
ん
が
体
験
を
報
告
。

研
修
内
容
の
紹
介
後
、
後
輩
に
向
け
て
「
事
前
リ

サ
ー
チ
は
し
っ
か
り
と
」「
い
つ
で
も
メ
モ
を
忘

れ
ず
に
」「
自
分
の
テ
ー
マ
を
常
に
念
頭
に
」「
現

地
は
と
て
も
暑
い
の
で
汗
が
出
る
。
梅
干
し
は
必

携
」
等
々
、
体
験
者
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
現
地
で
の
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
事
前
研
修
を
無
事
終
了
。
研

修
生
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
持
ち
帰
る

の
で
し
ょ
う
か
？
。
海
外
研
修
の
報
告
は
、
次
号

（
２
０
１
３
年
３
月
発
行
予
定
）
で
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

■
グ
ル
ー
プ
毎
に
研
修
目
標
を
検
討
し
た
１
日
目

　

８
月
４
〜
５
日
の
２
日
間
、国
際
文
化
会
館（
東

京
都
港
区
）
の
会
議
室
で
事
前
研
修
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
事
情
や
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
概
要
を
学
ん
だ
後
、
各
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
目
標
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
研

修
生
の
英
語
力
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
分

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
１
日
目
の
最
後

に
は
、
現
地
研
修
後
に
作
成
す
る
報
告
書
案
に

つ
い
て
事
前
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
個

人
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
各
自
が
作
成
し
、
グ

ル
ー
プ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
決
め
ま
し
た
。■

現
地
に
着
い
た
ら
「
シ
ア

パ
ナ
マ
カ
ム
？
」

　

２
日
目
の
最
初
は
、マ
レ
ー

語
会
話
と
マ
レ
ー
シ
ア
社
会

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
。
講
師

は
、
今
回
の
現
地
研
修
の
全

行
程
に
同
行
す
る
社
団
法
人

日
本
マ
レ
ー
シ
ア
協
会
専
務

理
事
の
新
井
卓
治
さ
ん
で
す
。

先輩研修生による体験報告

研修講座名 対象地域 概要

■地球環境基金助成事業の進捗状況の把握に関する研修講座

一般助成の継続2年目の団体を対象に、各団体の活動状況を報告するとともに、効果的な活動を行
うため外部の専門家等が助言等を行います。

全国地球環境基金助成団体活動報告会

研修講座名 対象地域 概要

■地域の環境NGO・NPO活動の推進に関する研修講座

環境保全活動に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯが、地域において環境分野の課題解決に向けた取り組みを促進させ、
又は組織運営に係る知識、技術を習得することにより、活動推進力や組織運営力を向上させる講座です。

北海道、中部・北陸、
近畿、四国

環境NGO・NPO活動推進・組織運営講座

環境保全に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯに、専門家を講師として派遣し、会計・労務・広報等について指導・
助言を行い、組織基盤の強化を図る講座です。

西日本環境NGO・NPOのための講師派遣
による組織運営講座

地域において環境保全活動に従事する者を対象に、環境保全に係る専門的知識・技術を習得する
ため、段階的にレベルアップが図れるよう年間を通じたあるいは連続した複数回の研修を行い、次
世代を担うリーダーを育成します。

関東・甲越、中国、
九州・沖縄

環境NGO・NPOレベルアップ研修

研修講座名 対象地域 概要

■環境保全戦略策定能力の向上に関する研修講座

環境政策の重点分野や環境アセスメントを戦略的に行うため、環境保全活動の現状と課題を整理し、最新の情
報を理解した上で今後の方向性について議論等を行い、環境NGO・NPOの専門性や技術力の向上を図ります。

全国環境保全戦略講座（地球温暖化防止、生物多様性保全、
循環型社会形成、環境教育、環境アセスメントの５分野）

環境分野の中から、時事的な環境問題を考慮した重点的なテーマについての講座を全国２ヵ所で開催。今年
度は「環境とエネルギー」をテーマに環境保全活動の現状と課題を整理し、最新の情報を理解し、共有した上
で、今後の方向性について議論等を行うことにより、各地域の環境NGO・NPOの活動の促進を図ります。

全国２カ所環境保全戦略講座
（重点分野：環境とエネルギー）

研修講座名 対象地域 概要

■国際協力の推進に関する研修講座

民間環境活動団体のスタッフ等を海外の開発途上地域の活動現場等に派遣し、開発途上国の環境
問題の現状などについて理解を深め、今後の環境保全活動に役立つ知識や技術を習得します。

開発途上国海外派遣研修

マレーシア

地球環境基金では振興事業の一つとして、環境保全活動に取り組むNGO・NPOを対象に、様々な研修活動を実施しています。
平成24年度は次の16講座を実施します。詳しい内容は、ホームページをご覧ください。　http://www.erca.go.jp/jfge/


